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第１章 公益財団法人 大学コンソーシアム京都 インターンシップ事業の変遷 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都（以下「本財団」）が窓口となって実施するインターンシッ

プ・プログラム（以下「プログラム」）は、1997年に当時の通商産業省・文部省・労働省が合同で「イ

ンターンシップ推進にあたっての基本的な考え方」を取りまとめたことと並行して、本財団に「イン

ターンシップ制度研究会」を発足させたことにはじまる。この研究会における検討の結果、インター

ンシップは「来るべき新時代に向けての産官学地域等が協働で構築する新たな人材育成を目的とする

社会的制度であり、高等教育改革に資するプログラム」であるとして翌 1998 年度より本格的に始動

した。 

本プログラムは、開始から一貫して正規の大学教育の一環として明確に位置づけ、産官学地域連携

による教育プログラムとして実施してきた。実体験と教育研究の融合による「学習意欲の喚起」「高

い職業意識の育成」「自主性・独創性のある人材育成」を目的として、単なる就職のためのインター

ンシップではないことを強調している。これらの目的遂行のため、コーディネーターと事務局の協力

による事業推進、受入れ先への訪問や意見交換会の実施、修了生や受入れ先担当者のゲストスピーカ

ーとしての招聘、ニーズと情勢に応じたプログラムの改変、マッチングや事務処理の効率化のための

事務システム導入などに努めてきた。これまでに京都地域にある大学・短期大学（以下「大学」）の

すべての学生が参加できるというスケールメリットを活かして、延べ4,700を超える企業や行政機関、

非営利組織などの協力のもと、約8,100名の学生が参加し、受入れ先や大学、受講生、指導するコー

ディネーターなどの意見を反映しながら、毎年検討を積み重ねてプログラムの改善を図っている。 

また、2005年度には、大学共同の取り組みとして、文部科学省の「特色ある大学教育支援プログラ

ム（特色ＧＰ）」に選定されるなど、社会的にも教育プログラムとして高い評価を得ることができた。 

本プログラムの開始以降、インターンシップは全国の多くの大学で独自の取り組みが行われ、文部

科学省の調査 では、インターンシップを実施している大学は、1996年度に17.7％であったが、2007

年度には67.7％となり500以上の大学で展開されている。また、京都地域の大学においても、その約

6割で独自のインターンシップ事業を実施している。このようにインターンシップは、すでに普及・

啓発の時期から定着の時期も過ぎ、一般名詞化しており、今後のインターンシップのあり方について

の検討が必要となっている。そこで、プログラム開始10周年を迎えた2007年度より「インターンシ

ップ研究会」を設置し、これまでのプログラムの到達点について総括を行うとともに、教育プログラ

ムとしての今後の長期的な方向性について検討を行った。2008年度は特色GPの最終年度にあたり、

研究成果のまとめとして報告書を作成したほか、事業開設 10 年を節目に行った受入れ先へのヒアリ

ングや修了生等への調査結果の分析を進め、今後の展開についての提言書（インターンシップ研究会

報告書）を取りまとめた。 

当プログラムを正課科目として成立するよう各大学と連携を行ってきたが、より適正に事業を実施

するため、2014年度から当プログラムを受講した学生に対し、各大学に於いて正課科目として単位認

定をする場合、大学と本財団の間でインターンシップ・プログラムの運営に関する委託契約を新たに

締結する運用を開始した。 

今後、上記の結果などを踏まえながら、意欲ある学生がプログラムに参加でき、これまでどおり高

い満足度を維持するため、産官学地域における連携をより密にするとともに、本プログラムが受講生

だけでなく、受入れ先にとってもより意義のある取組となるよう、プログラムを推進する。 

出典

  文部科学省ＨＰ 大学等におけるインターンシップ実施状況調査（承認統計）

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/intern/1260927.htm



第２章 2014年度インターンシップ・プログラムの実施内容 

Ⅰ．プログラムの概要 

１．コースの設定 

①プログレスコース 

受入れ企業・団体が提示したテーマを実現するプロジェクト型として実施する。インターンシップ

期間は、6月から11月の約5か月間で、年1回の実施である。 

②ビジネス・パブリックコース  

企業・行政機関・非営利組織（NPO・NGO等）において就業体験を行う実践型として実施する。イン

ターンシップ期間は、8月中旬～9月中旬の間に10日以上で設定され、年1回の実施である。 

２．受入れ企業・団体の登録 

2013年度インターンシップ・プログラムの登録企業・団体を中心に、新規企業の開拓にも注力し、

336の企業・団体に対し2014年度のインターンシップ・プログラムへの登録を依頼した。 

受入れ企業・団体の登録を依頼する際には、教育プログラムとして実施するインターンシップの理

解を得るため、案内パンフレットと「エントリーの手引き」を活用し、実習日数の確保や実習内容の

設定について説明を行った。 

このような依頼に対し、ビジネス・パブリックコー

スに236、プログレスコースに11、合計247の企業・

団体からの登録を得た。このうち、新規に登録のあっ

た企業・団体数は、ビジネス・パブリックコースに21、

プログレスコースに3の合計24であった。 

３．学生の募集 

学生募集にあたっては、本財団に加盟している大学のうち36大学42ヵ所のキャンパス、そして非

加盟大学では要望により9大学11ヶ所のキャンパスにて、学生へ募集ガイドを配布した。同時に、9

大学16ヶ所のキャンパスで開催されるインターンシップ説明会においてプレゼンテーションし、広

報活動を行った。 

また、本財団所在地であるキャンパスプラザ京都でも説明会を実施し、学生へ教育プログラムとし

てのインターンシップに参加する意義について丁寧に説明を行い、参加を呼びかけた。 



●インターンシップ・プログラム事前説明会          

4月12日（土）18：00～19：30 参加学生179名        

●プログレスコース説明会・相談会 

4月17日（木）18：15～21：00 参加学生45名 

４．出願受付けと面接

本財団の加盟大学の正規学生および大学院生であれば、学部・学年を問わず出願を可能とした。ま

た、加盟大学の学生が優先されることを出願者が了承した場合に限り、非加盟大学の学生の出願も受

け付けた。 

出願手続きは、Ｗｅｂエントリーをした者から出願票を受付け、面接を実施する方法をとった。出

願者全員に対して行う面接では、実習を最後までやり遂げ、さらに向上心があるかを確認する質問項

目を設け、出願者の志望動機を確認した。 

●Ｗｅｂエントリー期間 

4月25日（金）～5月8日（木） 

●出願・面接日（会場：キャンパスプラザ京都）

5月9日(金) 16：00～18：30     

5月10日(土) 10：00～15：00 

５．選考・マッチング 

出願者に対する選考は、受入れ先が選考を行う場合と、本財団が選考を行う場合の2種類を設定し

た。選考方法は、受入れ先企業・団体のエントリー時点で決定し、学生へ情報開示した。本財団が選

考を行う場合には、受入れ先が提示する受入れ要件を満たしているか、また志望理由と実習内容が適

合しているかを検討し受講許可を与えた。なお、2014年度にエントリーした受入れ先企業・団体247

団体のうち、受入れ先による選考を選択した受入れ先は75団体、本財団による選考を選択した受入

れ先は172団体であった。 

ただし、プログレスコースにエントリーする受入れ先企業・団体には、プロジェクト内容の理解を

確認するため、全て受入れ先による選考である。 

６．受講手続 

受講手続を6月6日(金)～6月7日(土)に実施し、受講料を徴収した。受講料は、ビジネス・パブ

リックコースで10,000円（加盟大学以外の学生は15,000円）、プログレスコースで15,000円（加盟

大学以外の学生は20,000円）とし、保険料・施設利用料・その他講座運営にかかる諸費用に充てた。 



Ⅱ．プログレスコースの実施内容 

１．実施プロジェクト 

今年度のプログレスコースにエントリーした11団体が提供する11のプロジェクトのうち、9プロ

ジェクトが成立した。9プロジェクトの内容と受講生数は、資料５のとおりである。 

２．講義概要 

（１）オリエンテーション 

受講にあたっての注意点につき、事務連絡を行い実習日誌を配布したのち、プロジェクトメンバー

の相互理解を深めることを目的としてプロジェクト毎にミーティングを行った。また、プロジェク

ト・マネジメントの基礎知識について学び、プロジェクト形成の過程で使用するワークシートの説明

を行った。 

（２）プロジェクトの導入 

プロジェクトの導入にあたり、前年度の修了生(株式会社ナスカのプロジェクトに参加)から体験談

を聞き、受入れ先の株式会社インテリジェンスオフィスから社会人講

師として「これからプロジェクトの一員になる学生に伝えたいこと」

というテーマでお話をいただいた。 

また、ビジネスマナーの習得やコミュニケーション能力の向上を目

的としたコミュニケーショントレーニングを実施した。 

（３）プロジェクト形成 

プロジェクト毎のテーマに応じた目標の設定を行い、目標に向けた体制を明確化し活動計画表を完

成させた。 

プロジェクト形成の終盤では、全受講生の合同による講義時間に活動計画の発表を行い、他者から

の意見を得て、活動計画の完成度を上げる機会をもった。 

（４）プロジェクトの実施 

主に受講生の夏期休暇を利用して、活動場所を受入れ先に移しプロジェクトを実行した。 

（５）フォローアップ 

プロジェクトの評価方法について学び、成果報告に向けた資料の

作成と専門講師によるプレゼンテーション講習を受け最終成果報告

会への準備を行った。また、プログラム受講を通した自己の変化を

知る自己評価の時間を設け、今後のキャリア形成に向けた振り返り

の機会を設けた。 

（６）プロジェクト報告・評価 

最終受講日には、成果報告会を実施し、約5か月間の活動報告とその成果について発表し、プロジ

ェクト報告書を作成した。 



Ⅲ．ビジネス・パブリックコースの実施内容 

１．実習受入れについて 

今年度は、ビジネスコースで147団体に281名、パブリックコースで41団体に91名の学生に対し

受講許可を決定した。出願者と受講者数については、資料１のとおりである。 

２．講義概要 

（１）事前学習 

実習に向けた目標と仮説設定を業界研究

を通して言語化することをねらいとして、

1クラス11名～18名で編成されたゼミ形

式で実施した。業界研究については、修了

生38名と受入れ先企業・団体のご担当者

12名の方のご協力を得て実施し、社会が求

めるスキルや心構えなどについても学習する機会とした。 

（２）ビジネス研修 

ビジネスマナーの基本とコミュニケーション能力の向上及びロジカル

シンキングの獲得を目指し、専門講師による研修を実施した。ビジネス

マナーに不安を感じる受講生が多いことから、ロールプレイングで使用

する名刺を受講生へ配布した。 

（３）リスクマネジメント講習 

社会で起こりうるトラブルやリスクについて学び、「報連相」の重要性について理解を深めることを

ねらいとして実施した。 

（４）事後学習

実習で経験したことを他者に伝え、他者が経験から学んだことを聞

くことにより、事前学習で設定した目標の達成や仮設の検証を行い、

その後の学習意欲の喚起につながる目標を明確化するねらいをもっ

て実施した。 

Ⅳ．プログラムを運用するにあたって 

１．受入れ先企業・団体との連携 

プログラムの質的向上を目的として、受入れ先企業・団体との連携を重視し、プログラム実施前、

実施中、実施後において意見交換を行う機会を設けている。 

ビジネス・パブリックコースにおいては、出願受付の前に説明会を実施し学生を受入れる際の重要

事項を伝達した。また、学生が実習を行っている間に、コーディネーターが受入れ先を訪問し、実習

状況の確認を行った。そして、プログラム終了後には、全コースの受入れ先ご担当者・大学ご担当者・

コーディネーターが集まり、今年度のプログラムについて振り返り、意見交換を行った。 



プログレスコースにおいては、出願受付の前に説明会を実施し学生を受入れる際の重要事項を伝達

し、プログラム実施中にはコーディネーターを含む会議を開催しプロジェクトの進め方について意見

交換を行った。 

●ビジネス・パブリックコース受入れ先ご担当者説明会 

(日  時）  4月16日（水） 15:30～17：30 

(会  場）  キャンパスプラザ京都 

(参加数)   受入れ先ご担当者41名 

(内  容)   2014年度インターンシップ・プログラムについて 

受入れ先ご担当者および2013年度修了生による報告 

受入れ先ご担当者：草津市役所 草津未来研究所 ご担当者 

2013年度修了生 ：京都府立大学  3回生

（ビジネスコース：株式会社くろちく倭美坐にて実習）

●プログレスコース受入れ先ご担当者説明会 

(日  時）  4月17日（木） 17：30～18：00 

(会  場）  キャンパスプラザ京都 

(参加数)    受入れ先ご担当者11名 

(内  容)   2014年度のプログラム概要及び年間スケジュールについて 

●受入れ先ご担当者・大学ご担当者意見交換会 

(日  時）  12月4日（木） 15：00～16：20（全体会） 

16：30～17：30（交流会） 

(会  場）  キャンパスプラザ京都 

(参加数)    受入れ先ご担当者31名 大学ご担当者15名 

(内  容)    2014年度インターンシップ・プログラム総括に向けて 

受入れ先ご担当者および2014年度修了生による事例報告 

受入れ先ご担当者：株式会社グルメ杵屋 ご担当者

2014年度修了生：京都大学3回生 
（プログレスコース：特定非営利活動法人子ども自立の郷 

ウォームアップスクールここからにて実習） 

2015年度インターンシップ事業実施スケジュール 

２．大学・短期大学との連携 

学生の所属大学と連携し、プログラムの広報、意見交換、情報の共有化を行った。プログラムの広

報としては、大学・短期大学の希望に応じ学生対象のプログラム説明を行った。また、前年度の3月

には大学担当者の連絡会議を開催し2014年度プログラムの実施概要を説明した。そして、プログラ

ム終了後には、受入れ先からの実習状況の評価や実習生の出席状況・レポート等に基づき、コーディ

ネーターが採点した成績を各大学に提出し、受入れ先ご担当者も含む意見交換会では次年度に向けた

意見が出された。 

３．インターンシップ研究会におけるプログラムの検討 

本財団中期計画である「第4ステージプラン」に基づいた教務企画の検討を行い、以下の議題につ

いて検討を行った。 



＜教育プログラムとしての質的向上に向けた課題＞ 

○コーディネーターの資格基準について 

○インターンシップ・プログラムの実施に関する基本方針の制定 

○インターンシップ受入れについての規約について 

○インターンシップ実習生派遣に関する協定書の見直し 

○2015年度講義計画の策定 

○ビジネスコース・パブリックコースの事後学習日に実施する「実習経験交流会」について 

＜プログラムの特色を検証し広報する取り組み＞ 

○インターンシップ修了生に関するアンケート調査について

インターンシップ研究会構成員 

委員長 古川 秀夫 龍谷大学 国際文化学部 教授 

副委員長 多田 実 同志社大学 政策学部 教授 

委員 三浦 潔 京都文教大学 総合社会学部 教授 

 渡邊 博己 京都学園大学 法学部 教授 

 舟橋 和夫 龍谷大学 社会学部 教授 

 筑田 一毅 大谷大学・大谷大学短期大学部 学生支援部キャリアセンター

 広瀬 友子 京都学園大学 キャリアサポートセンター 

 久保 歩 立命館大学 共通教育課 インターンシップオフィス 

 森野 裕之 京都文教大学 就職部就職進路課 

４．リスクマネジメント 

①保険 

当財団では、プログラム開始から終了までの期間（実習期間を含む）、全コースの受講生を対

象として保険に加入し、不慮の事故やけが等に対応している。 

2014年度は、保険金請求に該当する事例はなかった。 

 【普通傷害保険】 

  死亡・後遺障害500万円／入院保険金日額4,500円／通院保険金日額3,000円 

 【個人賠償保険】 

  てん補限度額1億円（自己負担額 0円） 

②リスクマネジメント講習 

ビジネス・パブリックコースにおいては、事前学習にてリスクマネジメント講習を設定し、想

定される事例のケーススタディを行った。また、プログレスコースにおいては、初日のオリエン

テーションにおいて、「報告・連絡・相談」の重要性とともに、プログラム中に起こりうるリス

クへの対応法を受講生に伝えた。 

③三者協定書の締結 

実習が円滑に進められるよう、全受入れ企業・団体と受講生の所属大学、当財団の三者間で協

定を締結した。 













































第５章 今後の課題 

事業創設時より受講生、受入団体の拡大とプログラム水準の高度化を進めてきたが、インターンシ

ップの定着化に伴い、財団事業としての特色が求められている。2015年度は、質的充実のため、講義

内容も含めたプログラム全体の見直し・改善をインターンシップ研究会を中心に進める。 

まず全コース共通課題として、新任を含めたコーディネーター相互の連携強化、事務処理の正確性

向上、迅速化を目的に、受入れ先エントリーシステムの再構築、学生出願受付システムの構築を検討

する。またコース運営の円滑化のため、プロジェクト遂行上のコーディネーターの役割をより明確に

する。 

また、大学との委託契約については2014年度より、単位認定を行おうとする大学と財団間において

インターンシップ事業に関わる委託契約の締結を開始した。本年度の反省を踏まえたうえで、2015

年度も引き続き委託契約を進める。 

そして、インターンシップ修了後一定期間を経た元受講生を対象としたアンケート調査を実施し、

インターンシップ・プログラムの教育目的の効果測定を行う。このアンケートを通じて、財団インタ

ーンシップの魅力と特色を発信し、同時に修了生の組織化を検討する。 

Ⅰ．プログレスコースの課題 

2015年度は、一部講義を受入れ先でも実施することを可能にした講義計画を設計し、受入れ先の負

担を軽減するようにしていく。今後も、受入れ先の質・数の確保を目指し、高い教育効果を得られる

ようプログラムを検討する。また、受入れ先、コーディネーターとの連携を深めるようにする。 

Ⅱ．ビジネス・パブリックコースの課題 

事前・事後学習プログラムの内容充実、各大学へ委嘱するコーディネーターの安定的確保が懸案事

項である。受入れ先や学生からの要望が多い、他クラスとの交流を深められる講義形式を検討する。 



　　　　資料１.  出願者・受講者数と受入れ企業・団体数について

１）コース別　出願者数と登録団体数

２）学年別　出願者数と受講率

３）男女別　出願者数と受講率　

茨城大学

加
盟
大
学

11
1

621出願者総数

非
加
盟
大
学

加
盟
大
学

京都ノートルダム女子大学

11

京都看護大学

長浜バイオ大学 1
大阪市立大学 1
関西大学 1

大阪経済大学 2
兵庫県立大学 1
奈良県立大学 1

大阪医科大学
0

放送大学 京都学習センター 0
大阪大学 2

京都情報大学院大学

龍谷大学 186

龍谷大学短期大学部 0

0

平安女学院大学短期大学部 0

明治国際医療大学 0

立命館大学 24

花園大学 2

佛教大学 4

平安女学院大学 0

成美大学短期大学部 0

同志社大学 100

同志社女子大学 29

種智院大学 0

成安造形大学 18
成美大学 0

京都橘大学
3

京都美術工芸大学 0

京都文教大学 84

京都文教短期大学 0

京都薬科大学 0

京都西山短期大学
1

京都聖母女学院短期大学

0

京都造形芸術大学
0

京都女子大学
19

京都女子大学短期大学部

43

京都精華大学
0

京都嵯峨芸術大学
1

京都嵯峨芸術大学短期大学部

3

京都産業大学
0

京都経済短期大学

0

京都光華女子大学

0

京都光華女子大学短期大学部

6

京都外国語短期大学

7京都学園大学

0京都華頂大学

0華頂短期大学

0京都医療科学大学

0京都外国語大学

0

池坊短期大学 0

大谷大学 8

大谷大学短期大学部 0

京都市立芸術大学 0

京都府立大学 24

京都府立医科大学 0

京都大学 7

京都教育大学 4

京都工芸繊維大学 16

大学名 出願者数 大学名 出願者数

合計 621 100.0% 437 100.0% 70.4%

４）　大学別 出願者数

女性 403 64.9% 290 66.4% 72.0%

男性 218 35.1% 147 33.6% 67.4%

実習許可者数
受講率

人数 全体に占める割合 人数 全体に占める割合

合計 621 100.0% 437 100.0% 70.4%

出願者数

1.6% 63.6%

３年次（回生） 531 85.5% 373 85.4% 70.2%

大学院生 8 1.3% 7 1.6% 87.5%

５年次以上（回生） 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

４年次（回生） 11 1.8% 7

100.0%

２年次（回生） 70 11.3% 49 11.2% 70.0%

出願者数

１年次（回生） 1 0.2% 1 0.2%

人数 全体に占める割合 人数 全体に占める割合
受講率

実習許可者数

企業・団体

登録団体数 受入れ団体数 受入れ率

82.1%

71.9%

81.8%

79.8%

179

57

11

247

147

41

9

197

555

66

621

コース名
出願者数 実習許可者数 修了者数

学生

学年

281

91

65

437

ビジネス

パブリック

プログレス

合計

268

85

64

417



資料２. 参加団体・出願者・受講者・コーディネーター数の推移 

１）参加団体数と出願者・受講者数の推移 

２）受講者数とコーディネーター数の推移 
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資料３. エントリー企業・団体一覧 

ビジネスコース 

■建設・不動産 

株式会社学生ハウジング 

京都駅ビル開発株式会社 

有限会社一級建築士事務所 ターボ設計 

株式会社ダン計画研究所 

株式会社長栄 

株式会社莫設計同人 

株式会社フラットエージェンシー 

株式会社類設計室 

株式会社ローバー都市建築事務所 

■製造 

株式会社石田老舗 

株式会社加貫ローラ製作所 

カナリア株式会社 

株式会社川勝總本家 

有限会社共同設計企画 

株式会社京都科学 

キンシ正宗株式会社 

グンゼ株式会社 

月桂冠株式会社 

株式会社田中印刷 

寺崎電気産業株式会社 

日華化学株式会社 

日新電機株式会社 

日東精工株式会社 

日東電工株式会社 

日本新薬株式会社 

株式会社堀場製作所 

マルホ発條工業株式会社 

株式会社壬生電機製作所 

ムラタ 

■情報・通信・マスコミ 

アートム株式会社 

有限会社ウィズ 

株式会社おいかぜ 

株式会社キイストン 

株式会社教育ソフトウェア 

株式会社京都放送 

協和テクノロジィズ株式会社 

GMO クラウド WEST 株式会社 

株式会社ＳＩＧＥＬ 

株式会社総合システムサービス 

中央コンピューター株式会社 

株式会社ＤＮＰデジタルコム 

東映株式会社 京都撮影所 

バルトソフトウェア株式会社 

株式会社フロムページ 

メインソリューション株式会社 

■運輸・流通 

株式会社エルムンドトラベル 

株式会社サカイ引越センター 

株式会社ＪＴＢ西日本 

株式会社塚腰運送 

■卸売・小売・販売 

株式会社老松 

株式会社くろちく倭美坐 

株式会社鼓月 

株式会社佐野 

三共精機株式会社 

株式会社ジェイアール西日本伊勢丹 

秀和株式会社 

株式会社ジュンク堂書店 京都店 

株式会社聖護院八ッ橋総本店 

生活協同組合コープこうべ 

ダイイチ株式会社 

つるやゴルフ 

株式会社冨田屋 

株式会社 西利 

株式会社野田屋 

株式会社ハートフレンド 

（総合食品スーパーフレスコ） 

株式会社花工房 

パナソニック 

システムネットワークス株式会社 関西社 

株式会社ヒトミ 

富士ゼロックス京都株式会社 

丸善株式会社京都支店 

株式会社ミル総本社 

八洲薬品株式会社 

株式会社やまざき 

■金融・保険・証券 

株式会社葵総合保険 

株式会社エスアールエム 

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 

株式会社京都銀行 

京都信用金庫 

京都中央信用金庫 

株式会社滋賀銀行 

全労済中日本事業本部 

西村証券株式会社 

野村證券株式会社 京都支店 

三井住友カード株式会社 

■飲食・宿泊 

ウェスティンホテル大阪 

ウェスティン都ホテル京都 

株式会社プリンスホテル 

大津プリンスホテル 

京都タワー株式会社 

京都ブライトンホテル株式会社 

株式会社プリンスホテル 

グランドプリンスホテル京都 

株式会社グルメ杵屋 

里湯昔話 雄山荘 

株式会社 琵琶湖ホテル 

株式会社ホテルグランヴィア大阪 

株式会社ロイヤルホテル 

リーガロイヤルホテル京都 

株式会社ロイヤルホテル 

（リーガロイヤルホテルグループ） 

■医療・福祉 

医療法人財団康生会武田病院 

社会福祉法人行風会 

医療法人社団 千春会 

洛和会ヘルスケアシステム 

■教育 

大谷大学 

株式会社キャリア総研 

京都外国語大学 京都外国語短期大学 

京都学園大学 

京都華頂大学・華頂短期大学 

京都工芸繊維大学 

京都産業大学 

学校法人京都産業大学 すみれ幼稚園 

京都女子大学 

京都聖母女学院短期大学 

京都大学 

京都ノートルダム女子大学 

京都文教大学 

京都薬科大学 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

学校法人大和学園 

同志社女子大学 

同志社大学 

学校法人 佛教教育学園 佛教大学 

立命館大学 

龍谷大学 

■士業 

司法書士法人 F＆Partners 

大阪社労士事務所 

特許業務法人京都国際特許事務所 

中央ビジネスグループ 

中村利雄法律事務所 



■出版・印刷・広告 

株式会社あおぞら印刷 

株式会社エトレコミュニケーションズ 

株式会社エフアイシー 

株式会社関広 

株式会社京都通信社 

有限会社くらむぽん出版 

株式会社サンエムカラー 

株式会社島津アドコム 

株式会社ディライツ広告事務所 

株式会社図書印刷同朋舎 

株式会社ビードリーム 

株式会社貿易広告社 大阪支社 

株式会社リーフ・パブリケーションズ 

■人材ビジネス 

オムロン パーソネル株式会社 

学生情報センターグループ 

株式会社ナジック・アイ・サポート 

株式会社キャリアパワー 

■サービス業・その他 

株式会社アイアム 

嵐山通船株式会社 

株式会社 いろどり 

株式会社エイジェイクリエーション 

オーパルオプテックス株式会社 

かみなか農楽舎 

キノンビクス株式会社 京都営業所 

株式会社京都映画センター 

京都エレベータ株式会社 

京都商工会議所 

京都精華大学 

京都国際マンガミュージアム 

京都生活協同組合 

株式会社京都メディカルクラブ 

霧の森 

近建ビル管理株式会社 

株式会社近鉄ホテルシステムズ 

新・都ホテル 

近鉄レジャーサービス株式会社 

（志摩スペイン村） 

草津商工会議所 

株式会社くろちく 

サンスイコンサルタント株式会社 

しあわせ総合研究所グループ 

株式会社ジイケイ京都 

株式会社高浄 

株式会社地域未来研究所 

株式会社テスパック 

西陣織会館 

株式会社日建設計 

株式会社乃村工藝社 

株式会社ビーイング 

株式会社ビックスマイル 

株式会社 Hibana 

公益財団法人びわ湖ホール 

ブルーフォグ・ソリューション株式会社 

有限会社丸益西村屋 

株式会社三菱総合研究所 

株式会社ユメコム 

ワタベウェディング株式会社 

パブリックコース 

■官公庁 

芦屋市 

綾部市役所 

宇治市役所 

近江八幡市 

大阪市立総合生涯学習センター 

亀岡市役所 

京田辺市役所 

京都国立近代美術館 

京都市 

京都市野外活動施設 花背山の家 

京都府庁 

近畿経済産業局 

草津市役所 

滋賀県庁 

城陽市 

摂津市 

徳島県大阪本部 

豊中市伊丹市クリーンランド 

長岡京市役所 

南丹市教育委員会 

東近江市役所 

彦根市 

福知山市役所 

宮津市役所 

向日市役所 

守山市役所 

八幡市役所 

栗東市役所 

京都府立るり渓少年自然の家 

■非営利組織＜NPO・NGO＞ 

あそあそ自然学校 

特定非営利活動法人 

アントレプレナーシップ開発センター 

大阪高齢者生活協同組合 

一般財団法人 

大阪市男女共同参画のまち創生協会 

一般財団法人 

大阪府男女共同参画推進財団 

特定非営利活動法人 

関西国際交流団体協議会 

特定非営利活動法人気候ネットワーク 

京都芸術センター 

特定非営利活動法人京都子どもセンター 

公益財団法人京都市国際交流協会 

公益財団法人 京都市ユースサービス協会 

財団法人京都ゼミナールハウス 

京都府地球温暖化防止活動推進センター 

一般財団法人京都ユースホステル協会 

公益財団法人 

公害地域再生センター（あおぞら財団） 

特定非営利活動法人子ども自立の郷 

ウォームアップスクールここから 

ＮＰＯ法人 

ささえあい医療人権センターＣＯＭＬ 

特定非営利活動法人 

生活環境づくり２１・ＮＰＯフォーラム 

特定非営利活動法人伝統みらい 

特定非営利活動法人 

とよなか市民環境会議アジェンダ 21 

公益社団法人長浜観光協会 

ＮＰＯ法人のあっく自然学校 

枚方統括事務所 

ＮＰＯ法人ピープルアクティブライフ 

一般社団法人比良里山クラブ 

認定ＮＰＯ法人びわこ豊穣の郷 

特定非営利活動法人まんぼう 

京エコロジーセンター 

(京都市環境保全活動センター) 

特定非営利活動法人結芽 

プログレスコース 

株式会社インサイトハウス 

株式会社インテリジェンスオフィス 

特定非営利活動法人気候ネットワーク 

ＮＰＯ法人木野環境 

京都府教育委員会 

特定非営利活動法人子ども自立の郷 

ウォームアップスクールここから 

四国アイランドリーグｐｌｕｓ（株式会社ＩＢＬＪ） 

公益財団法人 大学コンソーシアム京都 

株式会社ナスカ 

株式会社ユメコム 

洛和会ヘルスケアシステム 



資料４．プログレスコース講義概要

日程 時間
全体の
流れ

回数 講義名
講義
形式

内容

18：00
～19：30

第1講
オリエンテーション  （プロジェクト型インター
ンシップのリスクマネジメント、プロジェクトメ
ンバーの相互理解）

プログラムの概要やプログラムに臨む心構え
等を説明します。プロジェクト毎にプロジェクト
メンバーの紹介をしあいます。

19：40
～20：20

第2講
プロジェクト・マネジメント（プロジェクト・マネ
ジメントの概要 －PCMの講義- ）

計画→実施→評価のプロジェクト・サイクル・
マネジメントの手法を学ぶ

18：00
～19：30

第3講
企業人ならびに修了生によるプレゼンテー
ション（プロジェクトの経験談・アドバイス等）

企業人のアドバイスと修了生による体験談か
らプロジェクト・マネジメントを学ぶ。

19：40
～21：10

第4講 コミュニケーショントレーニング
 就業意識の向上、ビジネスマナーの基本、
対人関係の中でのコミュニケーション能力等
について、専門講師を招いて講習します。

18：00
～19：30

第5講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じて実習や事業のデザイン①）

プロジェクト目標の明確化

19：40
～21：10

第6講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じて実習や事業のデザイン②）

プロジェクト内容の明確化

18：00
～19：30

第7講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じて実習や事業のデザイン③）

プロジェクトを形成する体制の明確化

19：40
～21：10

第8講
プロジェクト・マネジメント
（テーマに応じて実習や事業のデザイン④）

プロジェクト活動計画表を完成させる

18：00
～19：30

第9講
プロジェクト・マネジメント
(今後の活動の確認、活動計画の発表)

19：40
～21：10

第10講
プロジェクト・マネジメント
(他プロジェクトとの意見交換)

18：00
～19：00

第11講
プロジェクト・マネジメント
（プロジェクト中間報告）

19：05
～20：05

第12講
プロジェクト・マネジメント
（プロジェクト評価方法の概要）

20：10
～21：10

第13講
プロジェクト・マネジメント
（プレゼンテーショントレーニング）

18：00
～19：30

第14講
プロジェクト・マネジメント
（プレゼンテーション準備①）

19：40
～21：10

第15講
プロジェクト・マネジメント
（プレゼンテーション準備②）

18：00
～19：30

第16講
プロジェクト・マネジメント
（プレゼンテーション準備③）

19：40
～21：10

第17講
プロジェクト・マネジメント
（自己評価：プログラム受講を通しての自己
の変化を振り返る）

10:40
～12:10

第18講

13:00
～14:30

第19講

14:40
～16:10

第20講

16:20
～17:50

第21講

18:00
～19:00

受入れ先担当者・コーディネーター・受講生
による懇親会　※参加必須

プロジェクト活動計画表の発表。他プロジェク
トの受講生との意見交換を行い、プロジェクト
活動計画表の完成度をあげます。

夏休み期間中には、受入れ先ごとにプロジェクトを行います。

6/19（木）

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン

全
受
講
生

合
同

6/26（木）

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
導
入

7/3（木）

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
形
成

各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト7/10（木）

7/17（木）

全
受
講
生

合
同

10/2（木）

フ
ォ
ロ
ー

ア

ッ
プ

全
受
講
生

合
同

懇　親　会

それぞれのプロジェクトにおける夏期休暇中
の進捗状況を報告しあい、今後の成果報告
会に向けての準備を行っていくとともに、プレ
ゼンテーションのポイントや方法等について
は専門講師よりレクチャーを受けます。
また、プログラム受講を通しての、自己の変
化を振り返ります。

10/16
（木） 各

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト10/30

（木）

   成果報告会・修了式 全
受
講
生

合
同

約５ヶ月にわたるプログラムの総括として、プ
ロジェクトごとに活動報告を行います。全体
で、それぞれのプロジェクトの到達点につい
て相互評価を行い、今後の学生生活の目標
を明らかにします。また、修了証を授与しま
す。

11/15
（土）

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
報
告
・
評
価



資料５．プログレスコースプロジェクト別コーディネーター一覧

受入れ先 プロジェクト概要
受講
生数

コーディネーター

京都府教育委員会
【教員養成サポートセミナー】
教員を目指す大学生が、学校現場での演習を通して理論と実践を結びつ
け、実践的指導力を身に付けていくことを目指す。

24
谷口　知弘
（同志社大学）

株式会社ナスカ

【ネイル投稿サイト運営（検索エンジン対策） 】
サイト運営を体験しながら、GoogleやYahooといった検索サイトから集客
（＝SEO）するにはどのようにすればいいのかをテーマに、検索エンジンに
引っ掛けるためのページの作成、ネイルについてのコラム記事の取材と
更新をPDCA（計画を立て実践、効果を検証し、修正する流れ）を繰り返し
ながら取り組む。

4
○舟橋　和夫
（龍谷大学）

ＮＰＯ法人木野環境

【環境経営支援プログラムの作成】
環境に関する研究・調査・広報等の活動を通して、グリーン市場の形成、
環境配慮型経営が当たり前の社会づくりを目指し、観光とものづくりのま
ち京都の企業、市民、行政が協同して取り組む環境経営支援プログラム
を作成する。

1
西村　雅信

（京都工芸繊維大学）

株式会社ユメコム

【自分の老後と家族の介護の情報誌発行にかかわるプロセスを学ぶ】
情報誌『ライフライク』の実際の編集制作及び営業にかかわるプロジェク
ト。高齢社会で誰しもが抱える、本人や家族の老後・介護問題を取り上げ
た記事、また老後の楽しみや日常生活を充実させる商品の通販など、多
彩な内容を取材を通じて制作する。

1

株式会社
インテリジェンスオフィス

【ヒトマナビインターンシップ2014】
フリーペーパー『働く人々図鑑2014』の発行。もっと伝わる、もっと必要とさ
れるフリーペーパーをつくるためにはどうすればよいかを企画し発行する
うえで、プロジェクトマネジメントをマナぶ。

9

公益財団法人
 大学コンソーシアム京都

【「京都に留学！」海外学生受入れプログラムの企画】
京都市との協働事業として、2015年度実施予定の「短期留学生受入プロ
グラム（仮称）」で、運営の中心となる「学生スタッフ」の組織化と、留学生
への支援方法および京都での生活を充実させるための交流企画の提案
を求める。

7
河村　能夫
（龍谷大学）

特定非営利活動法人
子ども自立の郷ウォーム
アップスクールここから

【真夏の夜の光祭り２０１４ 】
夏の終わりの光のお祭りが、地域の夏の恒例行事となっていくように、寄
宿している不登校の子どもと、地域の方々と協働開催できるよう、企画・
運営の中心となって成功させる。

7
申 昌浩

（京都精華大学）

株式会社
インサイトハウス

【きょうのやましなさん】
地域住民の方にインタビューを行い、その物語をフェイスブックやホーム
ページなどで情報発信し、人と人のつながりをつくって、地域の活性化を
目指す。また、フリーペーパーを作り地域の方々に配布したり、イベントを
行って、人の「つながる場」を提供する。

1
山本　建太郎

（京都工芸繊維大学）

株式会社IBLJ
（四国アイランドリーグ）

【2014年四国アイランドリーグ公式戦を運営しようｉｎ皇子山球場（滋賀）】
2014年アイランドリーグ公式戦の1試合について、試合の詳細企画、試合
の宣伝、チケット及びグッズ販売、スポンサーの獲得、選手の移動手段、
諸々を計画し赤字を出さず利益を出せるように運営する。

11
久保　和之
（龍谷大学）

◎渡邊　博己
（京都学園大学）

◎：総合コーディネーター　○：チーフコーディネーター



資料６．ビジネス・パブリックコース講義概要

日程 時間 回数 講義名
講義
形式

内容

10:00
～11:00

第1講 オリエンテーション ： 実習参加の心構え
全受講
生合同

プログラムの概要や、プログラムに臨む心
構え等を説明します。

11:10
～12:40

第2講 クラスの相互理解
クラスに分かれ、担当教員を中心として、ク
ラスメンバーの紹介をしあいます。

13:40
～15:10

第3講
実習に向けた目標と仮説設定
＜グループディスカッション＞

グループディスカッションを中心として、実
習目標と仮説設定のための意見交換を行
います。

15:30
～16：30

第4講

16:40
～18:10

第5講

10:00
～11:00

第6講

11:10
～12:40

第7講

13:40
～15:10

第8講
業界と社会に対する学習①
＜ゲストスピーカーの講演＞

15:20
～16:50

第9講
業界と社会に対する学習②
＜ディスカッション＞

10:00
～11:30

第10講
実習に向けた目標と仮説設定①
＜グループディスカッションを通した軌道修正＞

12:30
～14:00

第11講
実習に向けた目標と仮説設定②
＜実習直前の相互確認＞

14:20
～15:50

第12講 リスクマネジメント講習
実習中に留意しなくてはならないリスクに
ついて学びます。

16:00
～17:30

第13講 オリエンテーション ： 実習にあたって
実習にあたっての準備、確認・注意事項を
説明します。

9:00
～10:30

10:50
～12:20

10:00
～11:00

第14講
実習における経験交流
＜経験の共有①＞

11:10
～12:10

第15講
実習における経験交流
＜経験の共有②＞

13:10
～14:40

第16講 実習における経験交流
＜グループディスカッションを通した仮説の検証＞

14:50
～16:20

第17講
今後の学生生活を考える
＜レポート作成に向けてのまとめ＞

16:40
～17:10

第18講
全体講評
修了式

全体による振り返りと修了証を授与しま
す。

17:20
～18:00

受入れ先担当者・コーディネーター・受講
生による懇親会　※参加必須

6/14（土）

ゼミ

コミュニケーショントレーニング

就業意識の向上、ビジネスマナーの基本、
対人関係の中でのコミュニケーション能力
等について、専門講師を招いて講習しま
す。

特別クラ
ス編成

ロジカルシンキングの獲得を目指し、専門
講師を招いて実践的理論を学びます。

ゼミ
受入れ先担当者や修了生等のお話をもと
に受入れ先について探求し、事前学習レ
ポートの内容を深めます。

6/28（土）

スキルアップトレーニング

7/5（土）

ゼミ
事前学習の総まとめとして、最終的に実習
目的を明確にします。また、事前学習レ
ポートの書き方のポイントを学びます。

全受講
生合同

実習の実施　(原則として8月中旬～9月中旬の期間で実施されます。）

ゼミ

実習において得たことや感じた課題等につ
いて相互に発表を行い、個々の体験をクラ
スで共有します。
それらに基づくディスカッションを通して仮
説の検証を行い、また、事後学習レポート
の内容を深めます。そのうえで、今後の学
生生活の目標を明らかにします。

全受講
生合同

懇　　親　　会

9/27（土）

ゼミ9/20（土） 補講
※クラスによって実施される
    場合があります。



資料７.　ビジネス・パブリックコースコーディネーター一覧

コース 業種・業界 クラス 受講生数 大学 所属等

ホテル・ブライダル B-1 16 谷本　啓 同志社大学 商学部

ホテル・販売 B-2 14 布施　将夫 京都外国語短期大学 キャリア英語科

ブライダル・販売 B-3 12 吉田　咲子 京都光華女子大学 キャリア形成学部

製造・小売・販売 B-4 14 ○ 三浦　潔 京都文教大学 総合社会学部

卸売・小売・販売 B-5 15 小山　裕子 京都府立大学 キャリアサポートセンター

製造 B-6 12 樋口　三郎 龍谷大学 理工学部

卸売・小売・販売 B-7 15 道和 孝治郎 京都学園大学 経済学部

金融・証券・教育 B-8 18 山内　雄気 同志社大学 商学部

金融・証券・保険・教育 B-9 18 遠藤　敏幸 同志社大学 商学部

士業・コンサルティング B-10 15 山田　廣己 京都産業大学 大学院法務研究科・法学研究科

印刷・出版・制作 B-11 16 岸　基史 同志社大学 経済学部

情報・通信・マスコミ B-12 16 蒲生　孝治 京都女子大学 現代社会学部

公共・サービス・出版 B-13 14 長沼　健 同志社大学 商学部

出版・印刷・広告・教育 B-14 14 ◎ 多田　実 同志社大学 政策学部

医療・福祉・人材ビジネス B-15 12 石本　哲子 大谷大学 文学部

教育 B-16 11 坂本　雅則 龍谷大学 経営学部

建設・不動産・サービス・教育 B-17 13 佐々木厚司 京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科

運輸・流通・サービス B-18 13 桜沢　隆哉 京都女子大学 法学部

サービス B-19 15 黒田　健二 京都聖母女学院短期大学 生活科学科

官公庁 P-1 13 辻田　祐純 京都府立大学 キャリアサポートセンター

官公庁 P-2 16 藤木　潤司 龍谷大学 経営学部

官公庁・非営利組織 P-3 18 河村　能夫 龍谷大学

官公庁・非営利組織 P-4 16 酒井　恵光 大谷大学 文学部

非営利組織 P-5 13 李　為 京都産業大学 経営学部

非営利組織 P-6 14 ◎ 古川　秀夫 龍谷大学 国際文化学部

◎：総合コーディーネーター　　○：チーフコーディネーター

ビジネス

パブリック

氏名



資料８.　受講生意識調査集計結果

1.実施日
ビジネスコース・パブリックコース 2014年7月5日(土)／2014年9月27日(土)

プログレスコース　　　　 2014年6月19日(木)／2014年10月30日(木)

2.回答数

回答数 回答率 回答数 回答率

ビジネスコース 281

パブリックコース 91

プログレスコース 65 64 98.5% 64 98.5%

合　計 437 420 96.1% 414 94.7%

表-2.　意識調査結果（比較）

＜全体＞

＜ビジネスコース・パブリックコース＞

＜プログレスコース＞

　「有能感」に関する項目において、事後調
査では事前調査を下回る項目があったが、
実際に仕事を体験し、自らに不足している能
力に気づくことができた結果ともいえる。

　「就職レディネス」の項目の中でも、特にA
「職場の人間関係への理解」、B「組織で働く
ことへの理解」に関する変化が大きく、プロ
ジェクトを実行する過程で、様々な職業、社
会人との関わりが変化をもたらしたと考える
ことができる。
　また、「自己主体性」の項目においても大き
な変化をもたらす結果となり、単なる就業体
験にとどまらないプログラムであったといえ
る。

　「就職レディネス」に関する項目の変化が大
きく、インターンシップに参加することで社会
人になる心構えに変化が生じることがわか
る。
　「有能感」に関する項目において、コースに
より差が生じたが、長期間にわたる活動と成
果を求められるプログレスコースにおいて
「有能感」が伸びたことについてはコースの
特性と考えられる。

　就職に対する意識や自己理解に関する質問項目を設定し、実習若しくはプロジェクト実施の前後に同じ
質問に回答する形式の調査を行い、インターンシップが与える影響についての考察を加えた。
　社会人として仕事をするうえでの知識や心構えに関わる「就職レディネス」、自己管理能力の感覚に関
わる「有能感」、自らの社会における立場をわきまえているかについて知る「自己主体性」の3つの要素を
測定するため、30項目の指標を用いた（表-1）。
　また、各質問についてはそれぞれ「非常に当てはまる」を6点、「かなり当てはまる」を5点、「やや当ては
まる」を4点、「やや当てはまらない」を3点、「かなり当てはまらない」を2点、「全く当てはまらない」を1点と
して、平均点を算出し、グラフ化して比較した（表-2）。

受講生数
事前 事後

356 35095.7% 94.1%

3
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表-1.　意識調査の指標と平均点
就

平均 平均 平均 平均 平均 平均

職場の人間関係の難しさをある程度知っている。 3.84 3.75 3.83 3.97 4.44 4.04

仕事上の優れたリーダーシップのあり方が分かる。 3.85 3.64 3.82 3.94 4.38 4.00

職業人としての礼儀、作法を心得ている。 3.66 3.63 3.65 3.75 4.09 3.81

上司と部下の人間関係の複雑さを理解できる。 4.19 4.17 4.19 4.31 4.75 4.38

働くことがどういうことか知っている。 3.67 3.61 3.66 4.00 4.45 4.07

組織がどのように運営されているのかある程度わかる。 3.42 3.41 3.42 3.77 4.23 3.84

学生のアルバイトと社会人の仕事は全く違うものである。 4.71 4.92 4.74 4.75 5.08 4.80

意識や考え方における社会人と学生の違いがわかる。 4.20 4.13 4.19 4.49 4.84 4.54

定職に就かずフリーターとしてやっていくことはいやだ。 5.14 5.34 5.17 5.25 5.39 5.27

社会の裏側にある汚い面をある程度知っている。 3.76 3.66 3.74 3.91 4.30 3.97

職場に男女差別の問題があることを認識している。 4.36 4.44 4.37 4.41 4.55 4.43

今の社会では、女性が働き続けていくことは大変である。 4.09 3.94 4.07 4.02 3.77 3.98

やるべきことを実際、行動に移せる。 4.07 4.11 4.08 4.02 4.36 4.07

やるべきことを最後までやり遂げることができる。 4.47 4.42 4.46 4.43 4.63 4.46

与えられた仕事を上手くこなす自信がある。 3.74 3.64 3.72 3.82 4.25 3.89

異なった状況や環境にうまく適応できる方だ。 3.95 4.06 3.97 4.06 4.23 4.08

いろいろな困難に耐えうる精神力がある。 4.10 4.19 4.11 3.99 4.27 4.04

人間関係を通して学ぶすべを知っている。 4.01 4.11 4.03 4.08 4.64 4.16

広い視野で物事を見るようにしている。 4.04 4.25 4.07 4.12 4.69 4.21

いろんな角度から考えて、動くようにしている。 3.90 4.20 3.95 3.93 4.66 4.04

人それぞれの個性を認めることができる。 4.57 4.88 4.62 4.54 4.91 4.60

今、規則正しい生活を送っている。 3.35 3.53 3.37 3.40 3.83 3.46

毎日休まず働くことができると思う。 4.11 3.92 4.08 3.84 3.98 3.86

取引先や顧客との関係の持ち方を心得ている。 3.53 3.52 3.53 3.73 3.97 3.76

自分は社会にとって必要な人間だと思う。 3.45 3.77 3.50 3.56 4.08 3.64

いつかは新しく会社をおこすことに参画する自信がある。 2.72 2.94 2.76 2.70 3.08 2.76

社会の一員としての自分を客観的に見ることができる。 3.67 3.72 3.67 3.81 4.11 3.86

自分に欠けている部分をきちんと把握している。 4.21 4.38 4.24 4.36 4.88 4.44

自分の興味・関心について人に説明できる。 4.09 4.19 4.10 4.15 4.45 4.20

自分の進むべき道を十分に認識している。 3.46 3.91 3.52 3.56 4.05 3.64

就
職
レ
デ
ィ
ネ
ス

A
職場の人間関
係への理解

3.78 3.67

C
学生と社会人
の区別

4.68 4.80

実習前 実習後
ビジネス・パブリック プログレス 全体 ビジネス・パブリック プログレス 全体

3.77 3.89 4.30 3.95

B
組織で働くこと
への理解

3.76 3.73 3.76 4.03 4.48 4.10

4.70 4.83 5.10 4.87

D
ジェンダー問題
への気づき

4.07 4.01 4.06 4.11 4.20 4.13

4.06 4.09 4.09 4.41 4.14

4.75

H 生活規律 3.66 3.66 3.66

4.16

4.04 4.38 4.10

4.44 4.21 4.28

3.65 3.93 3.70

3.96 4.03 4.46 4.09

3.31

4.12

J 自己理解 3.92

自
己
主
体
性

I
社会へのコミッ

ト感
3.28 3.36 3.76 3.42

有
能
感

E 実行力 4.09

G
柔軟な物事の
見方

4.17

F 環境適応力

3.47

4.02 4.04

4.20
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